
平
成
二
十
六
年
三
月
十
一
日
提
出

質

問

第

七

二

号

Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
が
理
事
に
辞
表
提
出
を
求
め
た
件
等
に
対
す
る
政
府
の
見
解
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
が
理
事
に
辞
表
提
出
を
求
め
た
件
等
に
対
す
る
政
府
の
見
解
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

本
年
一
月
二
十
五
日
、
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の
会
長
に
就
任
し
た
籾
井
勝
人
氏
が
就
任
記
者
会
見
を
行
っ
た
際
、
い

わ
ゆ
る
従
軍
慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て
「
戦
争
地
域
に
は
ど
こ
に
も
あ
っ
た
と
思
う
」
、
尖
閣
諸
島
、
竹
島
に
つ
い
て
「
国
際
放

送
で
尖
閣
、
竹
島
な
ど
領
土
問
題
に
つ
い
て
明
確
に
日
本
の
立
場
を
主
張
す
る
の
は
当
然
だ
」
等
、
我
が
国
の
歴
史
、
領
土
問

題
等
に
関
連
す
る
発
言
を
し
た
。
右
に
つ
き
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
を
は
じ
め
国
会
の
場
で
種
々
追
及
が
な
さ
れ
、
籾
井
会
長

は
一
度
は
国
会
の
場
で
謝
罪
を
し
、
撤
回
を
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
月
十
二
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
委
員
会
で
「
大
変
な
失

言
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と
、
自
身
の
発
言
を
正
当
化
す
る
旨
の
発
言
を
し
た
。
そ
れ
を
受
け
籾
井
会
長
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営

委
員
会
に
お
い
て
も
異
例
と
な
る
二
度
目
の
注
意
を
二
月
二
十
五
日
に
受
け
て
い
る
。
更
に
同
日
、
衆
議
院
総
務
委
員
会
に
お

い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
理
事
十
名
全
員
が
答
弁
に
立
ち
、
日
付
欄
を
空
白
に
し
た
辞
表
を
籾
井
会
長
に
提
出
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
右
の
一
連
の
経
緯
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
六
第
五
五
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
前
文
で
触
れ
た
籾
井
会
長
の
各
種
発
言
や
、
籾
井
会
長
が
理
事
全
員
に
辞
表
を
提
出
さ
せ
た
こ
と

に
対
す
る
政
府
、
特
に
新
藤
義
孝
総
務
大
臣
の
見
解
を
問
い
、
籾
井
会
長
に
対
し
て
何
ら
か
の
意
見
を
伝
え
る
考
え
は
あ
る

か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
」
、
「
意
見
を
伝
え
る
考
え
は
な

一



い
」
と
の
答
弁
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
答
弁
を
起
草
し
た
者
の
官
職
氏
名
を
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

政
府
、
新
藤
大
臣
と
し
て
、
前
文
で
触
れ
た
一
連
の
籾
井
会
長
の
言
動
に
つ
き
、
何
の
問
題
意
識
も
有
し
て
い
な
い
の

か
。

三

本
年
一
月
二
十
五
日
の
記
者
会
見
以
来
、
籾
井
会
長
は
自
身
の
言
動
が
元
と
な
る
騒
動
が
絶
え
ず
、
す
で
に
二
度
も
経
営

委
員
会
か
ら
注
意
を
受
け
る
事
態
を
招
い
て
い
る
。
右
は
極
め
て
異
例
の
こ
と
で
あ
り
、
籾
井
会
長
は
す
で
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長

と
し
て
の
職
責
を
果
た
せ
る
状
況
に
は
な
い
と
考
え
る
。
右
に
関
す
る
政
府
、
新
藤
大
臣
の
見
解
を
問
う
た
が
、
「
前
回
答

弁
書
」
で
は
「
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
一
日
内
閣
衆
質
一
八
六
第
三
一
号
）
三
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た

と
お
り
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
右
答
弁
は
、
「
日
本
放
送
協
会
の
会
長
の
任
命
及
び
罷
免
に

つ
い
て
は
、
経
営
委
員
会
の
権
限
と
さ
れ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
が
、
当
方
は
籾
井
会
長
を
巡
る
情
勢
に
関
す
る
政
府
の
見
解
を
問
う
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
籾
井
会
長
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

会
長
と
し
て
の
職
責
を
果
た
せ
る
状
況
に
あ
る
か
。
政
府
、
新
藤
大
臣
の
見
解
を
再
度
問
う
。

四

Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
を
罷
免
す
る
権
限
を
有
す
る
の
は
経
営
委
員
会
で
あ
り
、
経
営
委
員
会
委
員
の
任
命
は
、
国
民
の
代
表
で
あ

る
国
会
議
員
に
よ
り
国
会
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
国
会
同
意
人
事
で
あ
る
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

二



五

四
の
経
緯
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
新
藤
大
臣
、
政
府
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
委
員
会
に
対
し
、
籾
井
会
長
の
出
処
進
退
に

関
し
、
意
見
を
伝
え
る
こ
と
は
出
来
る
の
で
は
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


